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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水性リキッドカラーを用いた着色プラスチック成形材料の製造法において、該水性リキ
ッドカラーを溶融したプラスチック成形材料に、１つ以上の脱気帯域を有する押出機中で
、脱気帯域の後に添加し、
　前記押出機が複数の脱気帯域を有する場合、最後の脱気帯域の後に、前記水性リキッド
カラーを前記プラスチック成形材料に添加する
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記プラスチック成形材料がポリ（メタ）アクリラートを含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記水性リキッドカラーが色素０．５質量％～５０質量％を含む、請求項１又は２記載
の方法。
【請求項４】
　前記水性リキッドカラーが、該水性リキッドカラーの全質量に対して５質量％～５０質
量％の分散剤を含む、請求項１から３までのいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　前記水性リキッドカラー中で、分散剤として、親水性又はイオン性基を有するポリアク
リラートを使用する、請求項１から４までのいずれか１項記載の方法。
【請求項６】
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　水対分散剤の質量％比が２：１～１：２の範囲内である、請求項１から５までのいずれ
か１項記載の方法。
【請求項７】
　前記水性リキッドカラーを、前記溶融したプラスチック成形材料に圧力下に導入する、
請求項１から６までのいずれか１項記載の方法。
【請求項８】
　前記水性リキッドカラーを導入する圧力が０．１～２００バール（ゲージ圧）の範囲内
である、請求項１から７までのいずれか１項記載の方法。
【請求項９】
　前記押出機中で前記水性リキッドカラーの導入の領域内で保たれている圧力と、前記水
性リキッドカラーを導入する圧力との差が、０．１～１００バールの範囲内である、請求
項１から８までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１０】
　成形材料のフィード部での前記プラスチック成形材料の温度が１８０～３３０℃の範囲
内である、請求項１から９までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１１】
　成形材料のフィード部での温度及び圧力が、水が平衡状態でガス状である値を示す、請
求項１から１０までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１２】
　前記水性リキッドカラー対前記プラスチック成形材料の質量比が１：１０～０．０００
１：１０の範囲内である、請求項１から１１までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１３】
　前記プラスチック成形材料を、押出機中での連続的な重合法により製造又は後処理する
、請求項１から１２までのいずれか１項記載の方法。
【請求項１４】
　請求項１から１３までのいずれか１項記載の方法を実施するための装置において、該装
置は少なくとも１つの押出機を有しており、該押出機はリキッドカラーのためのフィード
部を含んでおり、ここで、水性リキッドカラーのための供給管路は第一のポンプを含んで
おり、該ポンプは制御装置により調節可能となるように構成されていることを特徴とする
、前記装置。
【請求項１５】
　前記リキッドカラーのためのフィード部が、流れ方向で見て脱気部の後に設けられてい
る、請求項１４記載の装置。
【請求項１６】
　流れ方向で見て、第一のポンプの吸込み領域の前に第二のポンプが配置されている、請
求項１４又は１５記載の装置。
【請求項１７】
　圧力センサが第一のポンプの吸込み領域内に配置されている、請求項１４から１６まで
のいずれか１項記載の装置。
【請求項１８】
　前記押出機が前記リキッドカラーのためのフィード部の後に少なくとも１つのフィルタ
ーを含んでいる、請求項１４から１７までのいずれか１項記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着色プラスチック成形材料の製造法に関する。さらに、本発明は該方法を実
施するための装置を記載する。
【０００２】
　プラスチック成形材料は久しい以前から色素で着色されている。通常、このために、そ
れぞれ様々な利点及び欠点を有する種々の方法が用いられる。
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【０００３】
　例えば、着色すべきプラスチックに固体色素を添加することができる。しかしながらこ
の場合、プラスチックへの該顔料の均一な分散はプラスチックの長時間のコンパウンディ
ングなしには極めて困難であり、該コンパウンディングによってポリマーの分解並びにそ
れに伴うその機械的特性の劣化が生じ得ることが欠点である。
【０００４】
　それに応じて、しばしば予備着色されたプラスチック、いわゆるマスターバッチが使用
される。該マスターバッチは、使用すべき色素、特に顔料を濃縮形で有する。しかしなが
ら、使用すべき担体プラスチックは、着色すべきプラスチックの機械的特性の劣化を招き
得る。さらに、この予備着色されたプラスチックの使用はしばしば比較的高価であり、そ
れというのも、このプラスチックの製造には、色素の均一な分配を達成するために長いコ
ンパウンディングが必要とされるためである。
【０００５】
　さらに、着色すべきプラスチックにおける色素の十分な分配を達成するために、有機溶
剤を使用することもできる。しかしながら、有機溶剤は着色されたプラスチック中に比較
的多量に残留してしまう。これにより、しばしばプラスチックの機械的特性はマイナスの
影響を受ける。特にノッチ付衝撃強さが低下する。さらに、該成形材料から得られる成形
体が有機溶剤と接触すると、応力亀裂が生じる傾向が増大する。さらに、成形材料中の有
機溶剤の残分は、後加工、例えば射出成形プロセスの際に、被覆物の形成を招くことがあ
る。
【０００６】
　上記理由から、水性着色剤の使用が試みられた。
【０００７】
　例えば刊行物ＵＳ６，６４９，１２２には、色素約１０～約８０％、分散剤３０％まで
、及び水２５～９０％を含む水性リキッドカラーが記載されている。プラスチックペレッ
トの着色のためには、有利には、該ペレットの表面が、記載されている水性リキッドカラ
ーで湿潤され、その後、着色剤中に含まれる水が除去される。それに応じて有利に、着色
剤を用いたプラスチックペレットの前処理が行われ、その際、着色剤と混合されたプラス
チックペレットが押出機に投入される前に、水が除去される。確かに該刊行物の実施例２
には、得られた混合物を、前に記載された予備混合工程なしで押出機の取込み領域に投入
することもできるとの説明がされている。しかしながら該刊行物によれば、これによりし
ばしば発泡した押出物が得られる。それに応じて該刊行物では、押出機中に水性リキッド
カラーを直接添加しないようにとの忠告がなされている。
【０００８】
　刊行物ＵＳ６，６４９，１２２において有利であると説明されている方法の欠点は、殊
に予備混合に付随するエネルギーコストである。さらに、この有利であると説明されてい
る方法を実施する際には投資の必要性が増大する。さらに、前に説明されている押出機の
２つのバリエーションでは、押出機は完全に着色剤で湿潤される。これは、色替えを行う
際に高いコストを招く。これに関連して、押出機を取り外さずに装置を切り替えた場合に
、規定外の色調を示す多量のプラスチック成形材料により生じる廃物が指摘される。装置
を洗浄のために解体する場合、この時間は着色プラスチック成形材料の製造が不可能であ
る。それに応じて、解体のコストに加えて製造ロスについても考慮しなければならない。
【０００９】
　従来技術に鑑み、本発明の課題は、着色プラスチック成形材料を特に廉価に得ることの
できる着色プラスチック成形材料の製造法を提供することであった。特に、該方法によっ
て、装置の解体を要することなく、また多量の廃物が生じることなく、特に迅速かつ容易
な色替えが可能となることが望ましい。
【００１０】
　そのうえ、本発明の課題は、高品質のプラスチックをもたらす着色プラスチック成形材
料の製造法を提供することであった。この場合、プラスチックが卓越した機械的特性、特
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に高いノッチ付衝撃強さ又は高いビカー軟化温度を示すことが望ましい。さらに、着色に
伴うポリマーの分解が出来る限りわずかであることが望ましい。さらに、着色されたプラ
スチックが極めて均一な色調を示すことが望ましく、その際、着色の再現性が出来る限り
高いことが望ましい。さらに、着色されたプラスチック成形材料が、加工の際、特に射出
成形プロセスの際に被覆物形成の傾向を示さないことが望ましい。
【００１１】
　本発明のもう一つの課題は、出来る限り一定の高い生成物品質をもたらす、本方法を実
施するための装置を創作することであった。さらに、該装置は、煩雑なメンテナンス作業
を要せずに長時間にわたる運転が可能であることが望ましい。
【００１２】
　さらに、該方法を、環境リスクを伴うことなく、容易かつ廉価に実施できることが望ま
しい。
【００１３】
　上記課題、並びに、明示されてはいないものの本願明細書の冒頭で議論された文脈から
容易に導出可能又は推論可能である更なる課題は、請求項１の全ての特徴を有する方法に
よって解決される。本発明による方法の目的に適った変形例は、請求項１を引用する従属
請求項において保護される。該方法を実施するための装置に関して、請求項１５が、基礎
をなす課題の解決手段を提供する。
【００１４】
　それに応じて本発明の対象は、水性リキッドカラーを用いた着色プラスチック成形材料
の製造法において、該水性リキッドカラーを溶融したプラスチック成形材料に添加するこ
とを特徴とする方法である。
【００１５】
　これにより、予見不可能な方法で、着色プラスチック成形材料が特に廉価に得られる着
色プラスチック成形材料の製造法を提供することができる。特に、該方法によって、装置
の解体を要することなく、また多量の廃物が生じることなく、特に迅速かつ容易な色替え
が可能となる。
【００１６】
　さらに、本発明による方法は、高品質の着色プラスチックの製造を提供する。この場合
、該プラスチックは、例えば特に高いノッチ付衝撃強さ又は高いビカー軟化温度により視
認可能な卓越した機械的特性を示す。意想外にも、本発明による方法によって、ポリマー
の実質的な分解を伴うことなく着色プラスチックを製造することができる。さらに、該着
色プラスチックは極めて均一な色調を示しており、その際、着色の再現性は極めて高い。
さらに、該着色プラスチック成形材料が、後加工の際、特に射出成形プロセスの際に示す
被覆物形成の傾向は極めてわずかである。
【００１７】
　さらに、該方法は、環境リスクを伴うことなく容易かつ廉価に実施可能である。
【００１８】
　さらに、本発明は、意想外にも一定した高い生成物品質をもたらす、該方法を実施する
ための装置を提供する。さらに、該装置は、煩雑なメンテナンス作業を要せずに長時間に
わたる運転が可能である。
【００１９】
　本方法により着色可能な成形材料は自体公知であり、その際、該成形材料は必須成分と
して熱可塑性加工可能なポリマーを含有する。有利なポリマーには、例えば、ポリ（メタ
）アクリラート、特にポリメチルメタクリラート（ＰＭＭＡ）、ポリ（メタ）アクリルイ
ミド、ポリアクリロニトリル、ポリスチレン、ポリエーテル、ポリエステル、ポリカーボ
ナート、ポリビニルクロリドが属する。ここで、ポリ（メタ）アクリラート及びポリ（メ
タ）アクリルイミドが有利である。該ポリマーは、単独でも混合物としても使用すること
ができる。さらに、該ポリマーはコポリマーの形で存在していてもよい。有利なコポリマ
ーは、とりわけ、スチレン－アクリロニトリル－コポリマー、スチレン－マレイン酸－コ
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ポリマー及びポリメチルメタクリラート－コポリマー、特にポリメチルメタクリラート－
ポリ（メタ）アクリルイミド－コポリマーである。
【００２０】
　本発明の特別な観点の一つによれば、ポリカーボナートを含有する成形材料を着色する
ことができる。ポリカーボナートは当業界において公知である。ポリカーボナートは、形
式上、炭酸と脂肪族又は芳香族ジヒドロキシ化合物とからのポリエステルと見なすことが
できる。ポリカーボナートは、ジグリコール又はビスフェノールとホスゲンないし炭酸ジ
エステルとを重縮合ないしエステル交換反応により反応させることにより、容易に得られ
る。
【００２１】
　ここで、ビスフェノールから誘導されているポリカーボナートが有利である。該ビスフ
ェノールには、特に、２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－プロパン（ビスフェ
ノールＡ）、２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－ブタン（ビスフェノールＢ）
、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン（ビスフェノールＣ）、２，
２’－メチレンジフェノール（ビスフェノールＦ）、２，２－ビス（３，５－ジブロモ－
４－ヒドロキシフェニル）プロパン（テトラブロモビスフェノールＡ）及び２，２－ビス
（３，５－ジメチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン（テトラメチルビスフェノール
Ａ）が属する。
【００２２】
　通常、このような芳香族ポリカーボナートは、界面重縮合又はエステル交換により製造
され、その際、詳細はEncycl. Polym. Sci. Engng. 11, 648-718に記載されている。
【００２３】
　本発明の特別な一実施態様によれば、ポリカーボナートを少なくとも２０質量％、有利
には少なくとも４０質量％、極めて特に有利には少なくとも８０質量％含有する成形材料
を着色することができる。
【００２４】
　本発明のもう一つの実施態様によれば、特に有利な成形材料は、ポリメチルメタクリラ
ート、ポリメタクリルイミド及び／又はポリメチルメタクリラート－コポリマーを、該成
形材料の全質量に対して少なくとも１５質量％、有利には少なくとも５０質量％、特に有
利には少なくとも８０質量％有する。
【００２５】
　本発明により着色することができる成形材料は、有利にはポリ（メタ）アクリラートを
含有することができる。（メタ）アクリラートとの表現は、メタクリラート及びアクリラ
ート並びに双方からの混合物を包含する。
【００２６】
　ポリ（メタ）アクリラートは、モノマーの質量に対して（メタ）アクリラートを少なく
とも６０質量％、有利には少なくとも８０質量％有するモノマー混合物の重合により得る
ことができるポリマーである。該モノマーは当業界において一般に公知であり、かつ市販
されている。該モノマーには、とりわけ（メタ）アクリル酸、及び、飽和アルコールから
誘導される（メタ）アクリラート、例えばメチル（メタ）アクリラート、エチル（メタ）
アクリラート、プロピル（メタ）アクリラート、ブチル（メタ）アクリラート、ペンチル
（メタ）アクリラート、ヘキシル（メタ）アクリラート、２－エチルヘキシル（メタ）ア
クリラート、ヘプチル（メタ）アクリラート；
不飽和アルコールから誘導される（メタ）アクリラート、例えばオレイル（メタ）アクリ
ラート、２－プロピニル（メタ）アクリラート、アリル（メタ）アクリラート、ビニル（
メタ）アクリラート等；
（メタ）アクリル酸のアミド及びニトリル、例えばＮ－（３－ジメチルアミノプロピル）
（メタ）アクリルアミド、Ｎ－（ジエチルホスホノ）（メタ）アクリルアミド、１－メタ
クリロイルアミド－２－メチル－２－プロパノール；
シクロアルキル（メタ）アクリラート、例えば３－ビニルシクロヘキシル（メタ）アクリ
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ヒドロキシルアルキル（メタ）アクリラート、例えば３－ヒドロキシプロピル（メタ）ア
クリラート、３，４－ジヒドロキシブチル（メタ）アクリラート、２－ヒドロキシエチル
（メタ）アクリラート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリラート；
グリコールジ（メタ）アクリラート、例えば１，４－ブタンジオール（メタ）アクリラー
ト、エーテルアルコールの（メタ）アクリラート、例えばテトラヒドロフルフリル（メタ
）アクリラート、ビニルオキシエトキシエチル（メタ）アクリラート；及び
多価アクリラート、例えばトリメチロイルプロパントリ（メタ）アクリラートが属する。
【００２７】
　前に説明した（メタ）アクリラートに加えて、ポリ（メタ）アクリラートの製造には、
前記のメタクリラートと共重合可能である他の不飽和モノマーも使用することができる。
一般に、該化合物は、モノマーの質量に対して０～４０質量％、有利には０～２０質量％
の量で使用され、その際、該コモノマーは単独か又は混合物として使用することができる
。これにはとりわけ、１－アルケン、例えば１－ヘキセン、１－ヘプテン；分枝したアル
ケン、例えばビニルシクロヘキサン、３，３－ジメチル－１－プロペン、３－メチル－１
－ジイソブチレン、４－メチル－１－ペンテン；ビニルエステル、例えば酢酸ビニル；ス
チレンモノマー、例えばスチレン、側鎖にアルキル置換基を有する置換スチレン、例えば
α－メチルスチレン及びα－エチルスチレン、環にアルキル置換基を有する置換スチレン
、例えばビニルトルエン及びｐ－メチルスチレン；ハロゲン化スチレン、例えばモノクロ
ロスチレン、ジクロロスチレン、トリブロモスチレン及びテトラブロモスチレン；複素環
式ビニル化合物、例えば２－ビニルピリジン、３－ビニルピリジン、２－メチル－５－ビ
ニルピリジン、３－エチル－４－ビニルピリジン、２，３－ジメチル－５－ビニルピリジ
ン、ビニルピリミジン、ビニルピペリジン、９－ビニルカルバゾール、３－ビニルカルバ
ゾール、４－ビニルカルバゾール、１－ビニルイミダゾール、２－メチル－１－ビニルイ
ミダゾール、Ｎ－ビニルピロリドン、３－ビニルピロリドン、Ｎ－ビニルカプロラクタム
、Ｎ－ビニルブチロラクタム、ビニルオキソラン、ビニルフラン、ビニルチオフェン、ビ
ニルチオラン、ビニルチアゾール及び水素化ビニルチアゾール、ビニルオキサゾール及び
水素化ビニルオキサゾール；ビニル－及びイソプレニルエーテル；マレイン酸誘導体、例
えばマレイン酸無水物、メチルマレイン酸無水物、マレインイミド、メチルマレインイミ
ド；及びジエン、例えばジビニルベンゼンが属する。
【００２８】
　有利なポリ（メタ）アクリラートは、メチルメタクリラートを、重合すべきモノマーの
全質量に対してそれぞれ少なくとも２０質量％、特に少なくとも６０質量％、特に有利に
は少なくとも８０質量％有する混合物の重合により得ることができる。該ポリマーは、本
発明の範囲内でポリメチルメタクリラートと呼称される。有利な成形材料は、例えば分子
量又はモノマー組成物が異なる種々のポリ（メタ）アクリラートを含むことができる。
【００２９】
　ラジカル重合の種々の方法による上述のモノマーからの（メタ）アクリラート－ホモ－
及び／又はコポリマーの製造は、自体公知である。例えば、ポリマーは塊状－、溶液－、
懸濁－又は乳化重合で製造することができる。塊状重合は例えばHouben-Weyl, Volume E2
0, Part 2 (1987), pp. 1145に記載されている。溶液重合に関する有用な指摘は、同文献
の第１１５６頁以下に記載されている。懸濁重合技術についての説明は同文献の第１１４
９頁以下に記載されており、また乳化重合は同文献の第１１５０頁以下に記載及び説明さ
れている。
【００３０】
　さらに、有利な成形材料はポリ（メタ）アクリルイミドを含むことができる。該ポリ（
メタ）アクリルイミドは式（Ｉ）
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【化１】

［式中、
Ｒ1及びＲ2は同じか又は異なって、水素又はメチル基であり、Ｒ3は水素であるか、又は
、２０個までの炭素原子を有するアルキル－又はアリール基を表す］
により表すことができる繰り返し単位を有する。
【００３１】
　有利に、構造式（Ｉ）の単位は、ポリ（メタ）アクリルイミドの３０質量％超、特に有
利には５０質量％超、極めて特に有利には８０質量％超を占める。
【００３２】
　ポリ（メタ）アクリルイミドの製造は自体公知であり、例えばＧＢ－ＰＳ１０７８４２
５、ＧＢ－ＰＳ１０４５２２９、ＤＥ－ＰＳ１８１７１５６（＝ＵＳ－ＰＳ３６２７７１
１）又はＤＥ－ＰＳ２７２６２５９（＝ＵＳ－ＰＳ４１３９６８５）に開示されている。
【００３３】
　さらに、該コポリマーは、例えば、アクリル酸又はメタクリル酸と、特に１～４個のＣ
原子を有する低級アルコールとのエステル、スチレン、マレイン酸又はその無水物、イタ
コン酸又はその無水物、ビニルピロリドン、塩化ビニル又は塩化ビニリデンから生じる他
のモノマー単位を含むことができる。環化が不可能であるか又は可能ではあるが極めて困
難であるコモノマーの割合は、モノマーの質量に対して３０質量％以下、有利には２０質
量％以下、特に有利には１０質量％以下である。
【００３４】
　有利には、ポリ（Ｎ－メチルメタクリルイミド）（ＰＭＭＩ）及び／又はポリメチルメ
タクリラート（ＰＭＭＡ）を含む成形材料を使用することができる。ポリ（Ｎ－メチルメ
タクリルイミド）（ＰＭＭＩ）、ポリメチルメタクリラート（ＰＭＭＡ）及び／又はＰＭ
ＭＩ－ＰＭＭＡ－コポリマーは、有利には、ＰＭＭＡの部分的なシクロイミド化により製
造されるＰＭＭＩ及びＰＭＭＡのコポリマーである。（ＰＭＭＡの部分イミド化により製
造されるＰＭＭＩは、通常、使用されるＰＭＭＡの最大８３％がイミド化されるように製
造される。この場合に生じる生成物はＰＭＭＩと呼称されるが、厳密にはＰＭＭＩ－ＰＭ
ＭＡ－コポリマーである）。ＰＭＭＡもＰＭＭＩ又はＰＭＭＩ－ＰＭＭＡ－コポリマーも
、例えばEvonik Roehm社よりPLEXIGLAS又はPLEXIMIDの商標名で市販されている。例示的
なコポリマー（PLEXIMID 8803）は、ＭＭＩ単位３３％、ＭＭＡ単位５４．４％、メタク
リル酸単位２．６％及び無水物単位１．２％を有する。生成物並びにその製造は公知であ
る（Hans R. Kricheldorf, Handbook of Polymer Synthesis, Part A, Verlag Marcel De
kker Inc. New York - Basel - Hongkong, pp. 223; H. G. Elias, Makromolekuele, Hue
thig und Wepf Verlag Basel - Heidelberg - New York; ＵＳ－ＰＳＳ２１４６２０９、
４２４６３７４）。
【００３５】
　さらに、該成形材料はスチレン－アクリロニトリル－ポリマー（ＳＡＮ）を含むことが
できる。特に有利なスチレン－アクリロニトリル－ポリマーは、重合すべきモノマーの全
質量に対してそれぞれ、
スチレン７０～９２質量％、
アクリロニトリル８～３０質量％、及び
他のコモノマー０～２２質量％
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からなる混合物の重合により得ることができる。
【００３６】
　耐衝撃性値を改善するために、該成形材料にシリコーンゴムグラフトコポリマーをブレ
ンドすることができ、ここで、該コポリマーは、
該コポリマーの全質量に対して０．０５～９５質量％の、一般式（Ｒ2ＳｉＯ2/2）x・（
ＲＳｉＯ3/2）y・（ＳｉＯ4/2）z（ここで、ｘ＝０～９９．５モル％、ｙ＝０．５～１０
０モル％、ｚ＝０～５０モル％であり、Ｒは１～６個のＣ原子を有する同じか又は異なる
アルキル－又はアルケニル基、アリール基又は置換炭化水素基を意味する）に相当するオ
ルガノシリコンポリマーからのコアａ）、
該コポリマーの全質量に対して０～９４．５質量％の、ポリジアルキルシロキサン層ｂ）
、及び、
該コポリマーの全質量に対して５～９５質量％の、有機ポリマーからのシェルｃ）
から構成されており、
ここで、該コアａ）はグラフト前にビニル基を含み、かつ該シェルｃ）は、アクリル酸エ
ステルとメタクリラートとを含む混合物のラジカル重合により得ることができる。
【００３７】
　本発明による成形材料は、さらにアクリラートゴム変性剤を含むことができる。このよ
うなアクリラートゴム変性剤は自体公知である。これはコア・シェル構造を有するコポリ
マーであり、その際、コア及びシェルは高い割合の上記（メタ）アクリラートを有する。
ここで、有利なアクリラートゴム変性剤は組成の異なる２つのシェルを備えた構造を有し
ている。
【００３８】
　特に有利なアクリラートゴム変性剤は、とりわけ以下の構成を有する：
コア：コアの質量に対して少なくとも９０質量％のメチルメタクリラート割合を有するポ
リマー。
シェル１：一番目のシェルの質量に対して少なくとも８０質量％のブチルアクリラート割
合を有するポリマー。
シェル２：二番目のシェルの質量に対して少なくとも９０質量％のメチルメタクリラート
割合を有するポリマー。
【００３９】
　例えば、好ましいアクリラートゴム変性剤は、次の構成を有していてよい：
コア：メチルメタクリラート（９５．７質量％）、エチルアクリラート（４質量％）及び
アリルメタクリラート（０．３質量％）からのコポリマー。
Ｓ１：ブチルアクリラート（８１．２質量％）、スチレン（１７．５質量％）及びアリル
メタクリラート（１．３質量％）からのコポリマー。
Ｓ２：メチルメタクリラート（９６質量％）及びエチルアクリラート（４質量％）からの
コポリマー。
【００４０】
　アクリラートゴム変性剤のコア対シェルの比は、幅広い範囲内で変動可能である。好ま
しくは、１つのシェルを有する変性剤の場合にはコア対シェルの質量比Ｋ／Ｓは２０：８
０～８０：２０、好ましくは３０：７０～７０：３０の範囲内であり、また、２つのシェ
ルを有する変性剤の場合には、コア対シェル１対シェル２の比Ｋ／Ｓ１／Ｓ２は１０：８
０：１０～４０：２０：４０、特に好ましくは２０：６０：２０～３０：４０：３０の範
囲内である。
【００４１】
　アクリラートゴム変性剤の粒度は、通常５０～１０００ｎｍ、好ましくは１００～５０
０ｎｍ、特に好ましくは１５０～４５０ｎｍの範囲内であるが、これにより限定が行われ
るものではない。
【００４２】
　耐衝撃性改良剤の製造はとりわけＥＰ－Ａ０１１３９２４、ＥＰ－Ａ０５２２３５１、
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ＥＰ０５２８１９６Ａ１、ＥＰ－Ａ０４６５０４９及びＥＰ－Ａ０６８３０２８に記載さ
れている。欧州特許庁に１９８３年１２月３１日付けで出願された出願番号８３１１３２
５９．２の刊行物ＥＰ－Ａ０１１３９２４；欧州特許庁に１９９１年６月２６日付けで出
願された出願番号９２１１０６１０．０のＥＰ－Ａ０５２２３５１；欧州特許庁に１９９
２年７月２２日付けで出願された出願番号９２１１２５１３．４のＥＰ０５２８１９６Ａ
１；欧州特許庁に１９９１年６月１９日付けで出願された出願番号９１３０５５５５．４
のＥＰ－Ａ０４６５０４９；及び欧州特許庁に１９９５年５月１１日付けで出願された出
願番号９５１０７１０３．４のＥＰ－Ａ０６８３０２８に記載されている耐衝撃性改良剤
及びその製造法は、該刊行物を参照することにより開示のために本願明細書に組み入れら
れる。
【００４３】
　本発明の特別な観点の一つによれば、前述の添加剤を組み合わせて使用することができ
る。意想外にも、前述の耐衝撃性改良剤を組み合わせて使用することによって、成形材料
から製造された成形体の室温（約２３℃）での卓越した耐衝撃性挙動を達成することがで
きる。例えば弾性率又はビカー軟化温度といった機械的及び熱的特性は、極めて高いレベ
ルに維持される。室温で類似のノッチ付衝撃強さをアクリラートゴム変性剤又はシリコー
ンゴムグラフトコポリマーの使用によってのみ達成しようとすると、これらの値は明らか
に低下する。
【００４４】
　本発明の特別な観点の一つによれば、シリコーンゴムグラフトコポリマー対アクリラー
トゴム変性剤の質量比は１：１０～１０：１、有利には４：６～６：４の範囲内であって
よい。
【００４５】
　特別な成形材料は、成分ｆ１～ｆ４の質量に対してそれぞれ、
ｆ１）ポリ（メタ）アクリラート　２０～９５質量％、
ｆ２）スチレン－アクリロニトリル－ポリマー　０～４５質量％、
ｆ３）シリコーンゴムグラフトコポリマー　５～６０質量％
ｆ４）アクリラートゴムをベースとする耐衝撃性改良剤　０～６０質量％、
及び常用の添加剤及び添加物からなる。
【００４６】
　さらに、重合すべき組成物、本発明により使用可能な成形材料ないし該成形材料から得
ることができる成形体は、他の一般に公知の添加剤を含有することができる。前記添加剤
には、とりわけ、分子量調節剤、離型剤、帯電防止剤、酸化防止剤、離型剤、難燃剤、潤
滑剤、着色剤、流動性改善剤、充填剤、光安定剤、顔料、風解保護剤及び可塑剤が属する
。
【００４７】
　添加剤は、通常の量で、即ち全材料に対して８０質量％まで、有利には３０質量％まで
の量で使用される。該量が全材料に対して８０質量％を上回る場合には、プラスチックの
特性、例えばその加工性が著しく損なわれることがある。
【００４８】
　本発明によりプラスチック成形材料において使用され得るホモポリマー及び／又はコポ
リマーの分子量Ｍwの質量平均は、広い範囲内で変動することができ、ここで、この分子
量は、通常、成形材料の用途及び加工方法に適合される。しかし一般的には、該分子量は
２００００～１００００００ｇ／モル、好ましくは５００００～５０００００ｇ／モル、
特に好ましくは８００００～３０００００ｇ／モルの範囲内であるが、これにより限定が
行われるものではない。分子量は、ＰＭＭＡ標準に対するゲル浸透クロマトグラフィー（
ＧＰＣ）によって測定することができる。
【００４９】
　有利な成形材料ないし該成形材料から製造された成形体は、ＩＳＯ５２７による（１ｍ
ｍ／分で）、１２００ＭＰａ以上、有利には１６００ＭＰａ以上の弾性率を示す。さらに
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、本発明により着色された成形材料ないし該成形材料から製造された成形体は、ＩＳＯ１
７９による１０ｋＪ／ｍ2以上、有利には１５ｋＪ／ｍ2以上のシャルピー衝撃強さを示し
得る。
【００５０】
　さらに、ＤＩＮ５３４５５－１－３による（１ｍｍ／分で）、５５以上、有利には６０
以上の引張強さを有するプラスチックが生じ得る。
【００５１】
　上述の成形材料は、本発明の特別な観点の一つによれば、有利には連続重合法により得
ることができる。このような方法は、とりわけ独国特許出願公開ＤＥ４４２４３００Ａ１
において説明されている。独国特許庁に１９９４年７月９日付けで出願番号Ｐ４４２４３
００．６で出願された刊行物ＤＥ４４２４３００Ａ１において説明されている、熱可塑性
プラスチック成形材料の製造法は、該刊行物を参照することにより開示のために本願明細
書に組み入れられる。該方法において、ポリマーは押出機中で製造又は後処理される。こ
の場合、残留モノマーを反応混合物から除去した後に水性リキッドカラーを押出機に導入
することができる。それに応じて意想外にも、本発明による方法によって、プラスチック
を繰り返し溶融させる必要なくプラスチックを容易かつ廉価に着色することが可能となる
。さらに、これにより特に着色プラスチック材料を廉価に得ることができ、それというの
も、製造及び着色を押出機内で行うことができるためである。ここで返送されるモノマー
流は、意想外にも、色素の残分を極めてわずかに含むか、有利には含まないため、色替え
を煩雑な洗浄プロセスなしに行うことができる。
【００５２】
　もう一つの観点によれば、使用可能な成形材料は、有利には溶液重合法により得ること
ができる。「溶液重合」という概念は当業界で一般に公知であり、ここで、このような方
法は前述の従来技術において記載されている。この場合、溶剤残分を反応混合物から除去
した後に水性リキッドカラーを添加することができる。
【００５３】
　前述の成形材料は、水性リキッドカラーで着色される。水性リキッドカラーとは、水を
含む着色剤である。該着色剤は溶液又は分散液として存在しており、その際、水性分散液
が好ましい水性リキッドカラーである。「リキッドカラー」という概念は、着色剤が標準
状態（２５℃、１０１３ミリバール）で流動性であることを明示している。有利な水性リ
キッドカラーは、ＤＩＮ　ＥＮ　ＩＳＯ　２５５５に従って２５℃で測定して（ブルック
フィールド）、０．５～２０００ｍＰａｓ、有利には１０～１５００ｍＰａｓ、極めて特
に有利には１００～６００ｍＰａｓの範囲内の動的粘度を示す。該粘度は、水の割合及び
場合により色素粒子の粒度によって、簡単に調節可能である。
【００５４】
　水性リキッドカラー中の水の割合は、５～９５質量％の範囲内、有利には２０～８０質
量％の範囲内、特に有利には４０～６０質量％の範囲内である。
【００５５】
　このようなリキッドカラーは、とりわけ米国特許庁（ＵＳＰＴＯ）に２０００年４月７
日付けで出願番号０９／５４５０１４で出願された前述の刊行物ＵＳ６，６４９，１２２
Ｂ１に記載されており、ここで、該刊行物に記載されているリキッドカラー及びその製造
は、該刊行物を参照することにより開示のために本願明細書に組み入れられる。
【００５６】
　水に加え、該リキッドカラーは通常少なくとも１の色素を含む。色素とは、ＤＩＮ　５
５９４３によれば、色を付与する全ての物質の総称である。色を付与する物質には、とり
わけ可溶性染料及び無機又は有機顔料が属する。該色素は、単独で、又は２以上の混合物
として使用することができる。特に、有機着色顔料と可溶性有機染料との混合物を使用す
ることができる。さらに、無機着色顔料及び有機着色顔料を含む混合物を使用することが
できる。さらに、無機着色顔料に対して付加的に可溶性有機染料を含有する混合物を使用
することができる。さらに、可溶性染料と無機顔料と有機顔料とを含む混合物が有利であ
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る。上述の色素は、とりわけKirk Orthmer Encyclopedia of Chemical Technology, Thir
d Edition, vol. 19, pp. 1-78及びUllmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry 5
th Edition on CD-ROMにおいて説明されている。
【００５７】
　有利な有機着色顔料には、とりわけアゾ色素及びジアゾ色素、フタロシアニン、ペリレ
ン、メチン及びアントラキノンが属する。
【００５８】
　有機可溶性染料についての例は、とりわけアントラピリミジン、キノフタロン、ペリノ
ン又はモノアゾ染料、例えばThermoplastrot(R) 454、Thermoplast BLACK X70(R)、Macro
lexgelb(R) G、Sandoplast(R) Red G又はSolvaperm(R) Red Gである。
【００５９】
　有利な無機顔料は、とりわけ、クロム酸亜鉛、硫化カドミウム、酸化クロム、ウルトラ
マリン顔料及び金属フレーク、さらにＢａＳＯ4及びＴｉＯ2、並びにカーボンブラックで
ある。
【００６０】
　色素の量は、水性リキッドカラーの全質量に対して０．１質量％～８０質量％、有利に
は０．５質量％～５０質量％、極めて特に有利には１０質量％～４０質量％の範囲内であ
ってよい。
【００６１】
　色素対水の質量比は広い範囲であってよく、その際、色素の割合が高すぎる場合には、
色素をプラスチック成形材料中に分配する際に、及び、プロセスを実施する際に、例えば
弁内でのカラーの沈積により問題が生じ得る。色素の割合が少なすぎる場合には、プラス
チック材料へ供給する際の体積が大きすぎてしまい、かつ、例えば脱気部を通じて押出機
から排出できる水の量が比較的多量になってしまう。一般に、色素対水の質量比は５０：
１～１：５０、有利には１０：１～１：１０の範囲内、極めて特に有利には５：１～１：
５の範囲内である。
【００６２】
　色素に応じて、該水性リキッドカラーは、界面活性物質又は界面活性剤とも呼称される
分散剤を１以上含有することができる。有利な分散剤には、とりわけ、例えばSokalan HP
50の名称でBASF社より入手可能なポリビニルピロリドン；イオン性基を有するポリアクリ
ラート（ここで、特に該ポリアクリラートのアルカリ金属塩を使用することができる）；
殊にアルカリ金属塩又は鉄塩として使用することができるリグノスルホナート、縮合した
ナフタレンスルホナート、及び、有利にアルカリ金属塩の形で使用可能であるナフタレン
スルホナートが属する。
【００６３】
　イオン性基を有するポリアクリラートは、（メタ）アクリル酸及び／又は（メタ）アク
リラートから誘導されている単位を含むポリマーである。ポリアクリラート中に含まれる
イオン性基は、エステル基の鹸化により、又は酸基を有するモノマー、有利には（メタ）
アクリル酸の使用により得ることができる。該モノマーは前に説明されているため、該開
示が参照される。
【００６４】
　有利な分散剤には、殊に、非イオン性界面活性剤、例えば、有利には８～４０のエチレ
ンオキシド－ないしプロピレンオキシド単位を有するエチレンオキシド／プロピレンオキ
シド－コポリマー、有利にはブロックコポリマー、及び、親水性基、特にポリアルキレン
グリコール基を有するポリアクリラートが属する。
【００６５】
　分散剤として好適な親水性基を有するポリアクリラートは、（メタ）アクリラートから
誘導された単位を含む。「親水性基」という概念は、該基が水との相溶性を生じさせるこ
とを意味する。ここで特に、親水性をもたらす非イオン性基が挙げられる。該基は特に、
水に可溶性であるか又は水中に分散可能であるモノマーから誘導されている。これには特
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に、１以上のヒドロキシ基を有するモノマー、特にヒドロキシルアルキル（メタ）アクリ
ラート、又は、ポリアルキレングリコール基を有するモノマーが属する。
【００６６】
　分散剤として好適な特に有利なポリアクリラートは、ポリアルキレングリコールモノ（
メタ）アクリラートから誘導されている単位を含む。
【００６７】
　ポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートは、（メタ）アクリラート基の他
にポリアルキレングリコール基を有するモノマーである。該モノマーの製造は、とりわけ
欧州特許庁に２００５年９月２日付けで出願番号ＰＣＴ／ＥＰ２００５／００９４６６で
出願されたＷＯ２００６／０２４５３８；及び、米国特許庁（ＵＳＰＴＯ）に２００４年
５月２０日付けで出願番号ＰＣＴ／ＵＳ２００４／０１５８９８で出願されたＷＯ２００
５／０００９２９に説明されており、ここで、開示のために該刊行物が参照され、かつ該
刊行物に記載されているポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラート及びその製
造法は本願に組み入れられる。ヒドロキシ基を有するポリアルキレングリコールモノ（メ
タ）アクリラートは、（メタ）アクリル酸とエポキシドとの反応により得ることができる
。さらに、ポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートは、アルキル（メタ）ア
クリラートとアルコキシポリアルキレングリコール、特にメトキシポリアルキレングリコ
ールとのエステル交換により得ることができる。
【００６８】
　ポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートの質量平均分子量は、ＧＰＣによ
り測定して、有利には５００～２００００ｇ／モルの範囲内、特に有利には１０００～１
００００ｇ／モルの範囲内にある。
【００６９】
　ポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートの製造に有利なポリアルキレング
リコールには、特にポリ－Ｃ2～Ｃ4－アルキレングリコール化合物が属する。ポリ－Ｃ2

～Ｃ4－アルキレングリコール化合物（度々ポリ－Ｃ2～Ｃ4－アルキレンオキシド又はポ
リ（オキシ－Ｃ2～Ｃ4－アルキレン）化合物とも呼称される）とは、Ｃ2～Ｃ4－アルキレ
ングリコールから誘導されている、複数の、通常は少なくとも３、しばしば少なくとも５
、特に少なくとも１０でかつ通常５００以下、しばしば４００以下の、例えば１０～３０
０、特に１０～２００の繰り返し単位を有する、オリゴマーないし高分子のポリエーテル
であると解釈される。該化合物は直鎖又は分枝鎖であってよい。
【００７０】
　有利なポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートは、一般式（ＩＩ）
【化２】

［式中、
ｎは繰り返し単位の数を示しており、通常は３～５００の範囲内、特に５～４００の範囲
内、特に有利には１０～３００の範囲内、極めて特に有利には１０～２００の範囲内の数
を表し、ＡはＣ2～Ｃ4－アルキレン、例えば１，２－エタンジイル、１，３－プロパンジ
イル、１，２－プロパンジイル、１，２－ブタンジイル又は１，４－ブタンジイルを表し
、Ｒ1は水素又はメチルを表し、Ｒ4は水素、又は、有利には１～１０のＣ原子、特に１～
４のＣ原子を有するアルキル、フェニル、ベンジル、有利には１～１０のＣ原子を有する
アシル（＝Ｃ（Ｏ）－アルキル）、ＳＯ3Ｈ基又はＰＯ3Ｈ2、特にＣ1～Ｃ10－アルキル、
特に有利にはＣ1～Ｃ4－アルキル、特にメチル又はエチルを表す］
により記述することができる。
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【００７１】
　特に有利に使用可能な（ポリ－Ｃ2～Ｃ4－アルキレングリコール）モノ（メタ）アクリ
ル酸エステルは、式（ＩＩ）における繰り返し単位Ａ－Ｏの少なくとも５０質量％、有利
には少なくとも７０質量％、特に少なくとも９０質量％、特に全てが、エチレングリコー
ルないしエチレンオキシドから誘導されていることを特徴とする。それに応じて、有利に
は、式（ＩＩ）における単位Ａ－Ｏの少なくとも５０質量％、特に少なくとも７０質量％
、極めて特に有利には少なくとも９０質量％、特に全てが、ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏを表す。本
発明のもう一つの有利な実施態様によれば、使用されるポリ－Ｃ2～Ｃ4－アルキレングリ
コール化合物Ｐ中の繰り返し単位の少なくとも５０質量％、有利には少なくとも７０質量
％、特に少なくとも９０質量％、特に全てが、プロピレングリコールないしプロピレンオ
キシドから誘導されていてよい。
【００７２】
　有利なポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートには、特に、上述の式（Ｉ
Ｉ）の基Ｒとしてのアルコキシ基を特徴とする、アルコキシポリアルキレングリコールモ
ノ（メタ）アクリラートが属する。ここで特に、ＭＰＥＧ－（メタ）アクリラートとも呼
称されるメトキシポリエチレングリコールモノ（メタ）アクリラートが特に有利である。
【００７３】
　意想外の利点は、特に分散剤として好適なポリアクリラートにより達成されることがで
き、該ポリアクリラートは、ポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラートから誘
導されている単位を、該ポリアクリラートの製造に使用されたモノマーの質量に対して０
．１～９０質量％、特に有利には１～５０質量％、極めて特に有利には５～３０質量％有
している。
【００７４】
　前に説明されたポリアルキレングリコールモノ（メタ）アクリラート単位の他に、有利
なポリアクリラートは、それを用いることでさらなる所望の特性、特に、着色すべきプラ
スチック成形材料中に含まれているポリマーとの高い相容性を達成し得るようなコモノマ
ーを有する。それに応じて、該ポリアクリラートは、スチレンモノマー、（メタ）アクリ
ラート又は他のコモノマーから誘導されている単位を含むことができる。
【００７５】
　該ポリアクリラートの製造はラジカル重合法により行うことができ、ここで、特に溶液
重合、塊状重合又は乳化重合が挙げられる。これらは、Ullmanns's Encyclopedia of Ind
ustrial Chemistry, Sixth Editionにおいて説明されている。
【００７６】
　ポリアルキレングリコール基を有するポリアクリラートは、例えばEFKA(R) - 4550の商
標でCiba Specialty Chemicals社より市販されている。該ポリマーは、本質的にモノマー
α－メチルスチレン、２－エチルヘキシルアクリラート及びＭＰＥＧ－メタクリラートか
らなる。
【００７７】
　有利に、分散剤、有利には親水性基で変性されたポリアクリラートは、１～９９質量％
、有利には２０～８０質量％、極めて特に有利には４８質量％～５２質量％の作用物質含
分を有する水溶液の形で使用することができる。
【００７８】
　分散剤、有利にはポリアクリラートの量は、水性リキッドカラーの全質量に対して、１
～９０質量％、有利には５質量％～５０質量％、特に有利には５～３０質量％であってよ
い。
【００７９】
　水対分散剤の質量比は、有利には１００：１～１：５、特に有利には１０：１～１：２
の範囲内であり、極めて特に有利には８：１～２：１の範囲内であってよい。
【００８０】
　色素対分散剤の質量比は、有利には１００：１～１：５、特に有利には１０：１～１：
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１の範囲内、極めて特に有利には５：１～２：１の範囲内であってよい。
【００８１】
　前に説明された親水性基を有するポリアクリラートは、ｐＨ値に依存しない分散剤とし
て、水性塗装系及び顔料濃縮物において顔料解凝集のために使用することができる。
【００８２】
　本発明により使用可能なリキッドカラーは、例えば、成分の混合及び引き続く分散によ
り製造することができる。
【００８３】
　本発明によれば、水性リキッドカラーは溶融したプラスチック成形材料に添加される。
「溶融したプラスチック成形材料」という概念は、熱可塑性状態にある成形材料を表す。
それに応じて、該プラスチック成形材料は、該プラスチック成形材料の熱可塑性加工を可
能にする温度を有する。ここで、厳密な温度は使用されるプラスチックに依存し、特にポ
リマーの種類及び分子量に依存する。有利に、溶融したプラスチック成形材料は８０℃～
３５０℃、有利には１６０℃～３３０℃、特に有利には１９０～２８５℃の範囲内の温度
を有することができる。
【００８４】
　プラスチック溶融物へのリキッドカラーの導入は、この導入に好適ないかなる装置にお
いて行われてもよく、ここで、該装置には例えばスタティックミキサー又は押出機が含ま
れる。
【００８５】
　有利には、該方法を実施するために押出機を使用することができる。「押出機」という
概念は、通常、スクリューコンベアの機能原理により固体ないし高粘度の材料を開口部か
ら押し出す搬送装置であると解釈される。このような装置は久しい以前から公知であり、
例えばChris Rauwendaal : Polymer-Extrusion, Hanser Publishers, Munich Vienna New
 York, 1986, ISBN 3-446-14196-0, USA: ISBN 0-02-947500-7に記載されている。
【００８６】
　例えば、一軸スクリュー－又は二軸スクリュー押出機を使用することができる。ここで
、好適な押出機スクリュー、特にその形状を、相応する方法技術的課題、例えば、取込み
、搬送、均質化、溶融及び圧縮に基づいて選択しかつ適合させることは、当業者の一般知
識に属する。
【００８７】
　スクリュー押出機の取込み領域において、有利にシリンダー温度は５０～３５０℃の範
囲内に設定される。取込み領域において、例えば前に説明された成形材料をペレットの形
で供給することができる。本発明の特別な観点の一つによれば、さらに、着色すべきポリ
マーを含む反応混合物も添加できる。通常、該反応混合物は、モノマー及び／又は溶剤の
本質的割合を含む。取込み領域の後には材料を溶融及び均質化させる帯域が続き、この後
に排出領域（ダイ）が続く。
【００８８】
　さらに、溶融物から、均質化の前、間又は後に、易揮発性分を、常圧で又は真空の印加
下に脱気することにより除去することができる。ここで、押出機は１以上の脱気帯域を有
することができる。ここで有利には、脱気のうち１つを均質化の領域内か又は均質化の後
に行うことができる。
【００８９】
　有利な一実施態様によれば、プラスチック成形材料を、脱気帯域の後に水性リキッドカ
ラーと混合することができる。押出機が複数の脱気帯域を有してる場合には、リキッドカ
ラーを有利には最後の脱気帯域の後に導入することができる。
【００９０】
　リキッドカラーをプラスチック溶融物に導入するのに必要な液体配量は、有利に弁を通
じて行うことができる。殊に、溶融物がカラー供給管路へと押し戻されるのを防ぐ噴射弁
を備えた装置が特に重要である。例えば、該弁は可変の環状ギャップを有することができ
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、該ギャップによりカラー供給管路におけるフィード圧を調節することができる。この場
合、該圧力を、供給管路内に設けられたポンプにより保持することができる。さらに、弁
は圧力保持弁の形で形成されていてよい。該弁は有利には、生じるデッドスペースが出来
る限りわずかとなるように構成されていてよい。このことは、例えば、弁の端部が押出シ
リンダーの内壁と同一平面上にシールを形成することによって達成することができる。
【００９１】
　本発明の特別な観点の一つによれば、カラー組成物中に含まれる水の早期の蒸発を防ぐ
ために、カラー供給管路は特に押出機の領域内で冷却可能となるように構成されていてよ
い。これは、例えば公知の冷却要素、例えば熱交換器又はペルティエ素子により行うこと
ができる。
【００９２】
　成形材料に施与される水性リキッドカラーの量は、カラー供給管路内に設けられている
第一のポンプの搬送性能により調節することができる。該ポンプは、例えば歯車ポンプと
して、又はピストンダイアフラムポンプとして構成されていてよい。有利に、該ポンプの
搬送性能は質量流量計により調節することができ、その際、予定量はポンプの性能出力に
よって測定量に適合される。ポンプの搬送性能は、その構成に応じて、例えばポンプを運
転する回転数により調節することができる。カラー供給管路内の圧力は圧力センサで測定
することができ、ポンプの調節により、又は実施態様に応じて、弁開口部、例えば環状ギ
ャップのバリエーションにより調節することができる。
【００９３】
　成形材料に施与する水性リキッドカラーの量を調節する際に、特に、質量流量が流れ方
向で見て第一のポンプの前又は後で測定される制御回路によって、意想外の利点を達成す
ることができる。有利に、質量流量はコリオリ質量流量計を用いて測定することができる
。
【００９４】
　水性リキッドカラーの量を制御し得る精度に関する更なる改良は、水性リキッドカラー
を第一のポンプの吸込み領域に供給する第二のポンプにより達成することができる。この
ために、例えば、有利には圧力空気により運転されることのできるメンブレンポンプが使
用可能である。２つのポンプ間には、有利には、粗いカラー粒子を阻止する１以上のフィ
ルターが設けられていてよい。フィルター交換の間に中断なしの運転を保証する切り替え
可能なフィルターによって、特別な利点が達成される。
【００９５】
　特に、溶融したプラスチック成形材料及びリキッドカラーの質量流量を搬送及び配量す
るための装置及び設備は、有利には、この質量流量の変動が出来る限り低く保たれるよう
に構築されている。有利に、質量流量の平均値からの偏差は、せいぜい１０％、特に有利
にはせいぜい５％である。
【００９６】
　加工すべき成形材料に対して、他の液体添加剤を１以上の更なる別個の液体配量により
添加することができる。所望の場合には、固体添加物を、溶解又は懸濁させて、もしくは
、有利には投入帯域か又は投入帯域の後に続く帯域のうちの１つに存在する付加的な固体
配量装置を用いて、添加することができる。固体添加物を添加する場合、側方に取り付け
られたスクリュー配量部が設けられていてよい。
【００９７】
　場合により溶融物の均質化を、有利には混練ブロックの使用により行うことができる。
溶融－及び均質化領域において、有利に温度プロファイルは１６０～３３０℃、特に有利
に１９０～２８５℃の範囲内に調節される。排出領域において、温度は有利には２２０～
３００℃の範囲内である。本発明による方法を実施する際に、押出機の加熱帯域の調節に
関して、特に有利には、投入帯域からダイまでの上昇する温度プロファイルが用いられる
。ここで、使用される温度プロファイルは使用されるポリマーに応じて変化する。
【００９８】
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　例えば、押出機の均質化領域内での最大のシリンダー温度は、ポリメチルメタクリラー
トの場合には２２０～２８５℃であり、ポリマーメタクリルイミドの場合には２５０～３
３０℃である。ここで、上記温度はシリンダー温度に関するものであり、熱電対、例えば
ＦｅＣｕＮｉタイプＬ又はタイプＪ、ＰＴ　１００温度計又はＩＲ温度計を用いて測定す
ることができる。
【００９９】
　例えば水性リキッドカラーの導入後の均質化を改善するために、押出機は他の内部構造
体を含むことができる。とりわけ、スタティックミキサー又は均質化帯域が、フィード部
の後に設けられていてよい。しかしながら延長された帯域は、色替えの際に増大した廃物
を招く。
【０１００】
　本発明の特別な観点の一つによれば、押出機には、流れ方向で見て水性リキッドカラー
のためのフィード部の後に、不純物を阻止するメルトフィルターが設けられていてよい。
意想外にも、このようなメルトフィルターはスタティックミキサーの作用を示す。フィル
ターインサートのメッシュ幅は、例えば５～３００μｍ、有利には例えば１０～１５０μ
ｍであってよい。
【０１０１】
　相応するダイ、例えばフラットダイ、環状ダイ又はプロファイルダイの使用により、本
発明による方法を用いて直接成形体を製造することが可能である。この方法で、成形体、
例えば平面状の箔、シート、異形品又は他の成形体を製造することができる。該成形体は
、押出機のダイを去った後に、当業者に公知の方法により冷却される。有利にペレットが
製造される。製造されたペレットを後接続されたユニットにおいて後加工し、種々の厚さ
の射出成形品及び押出成形品とすることができる。
【０１０２】
　さらに、本発明による方法を実施するための特に有利な装置を、添付の図１をもとに詳
説する。
【０１０３】
　図１は、水性リキッドカラーを用いて着色プラスチック成形材料を製造するのに好適な
有利な装置の概略図であるが、これにより制限が行われるものではない。
【０１０４】
　図１に示すプラスチック成形材料の着色のための装置は、押出機１を含んでおり、該押
出機１において、フィード部２を通じて、連続運転した重合からのモノマー残分を含むポ
リマー組成物が導入される。該モノマー残分は、押出機１から脱気帯域ＥＺ１、３ａ、３
ｂ及び３ｃを通じて引き出すことができる。本実施態様において、押出機中に存在する組
成物は種々の圧力で脱気され、その際、脱気帯域３ｃは真空下に運転される。脱気帯域３
ｃの後に、押出機１は、水性リキッドカラー用のフィード部４を有している。該押出機１
内にはもう１つの供給管路５が設けられており、該供給管路５を通じて例えば他の添加剤
、例えば安定剤及び／又は離型剤を成形材料に供給することができる。ここで、溶融物は
加熱された溶融管６を通じて押出機から引き出され、スクリーンチェンジャー（示されて
いない）を通じてストランド押出機（示されていない）に供給される。
【０１０５】
　フィード部４は、押出機シリンダー中で下方から延びる孔の形で、ねじなしに構築され
ている。噴射弁７はシリンダーにねじで取り付けられた金属ブロックと一緒に押出機に接
続されており、弁の端部はシリンダーの内壁と同一平面上にシールを形成している。これ
により、デッドスペースのない配量を達成することができる。
【０１０６】
　ここで噴射弁７は環状ギャップを含んでおり、該環状ギャップを通じて水性リキッドカ
ラーを押出機１に導入することができる。本実施態様において、環状ギャップの幅は調節
可能である。噴射弁７は供給管路８と接続されており、該供給管路８を通じて水性リキッ
ドカラーが噴射弁７に供給される。供給管路８内には安全弁９が設けられている。ここで
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、供給管路８内の水性リキッドカラーの圧力は、第一のポンプ１０を通じて保たれる。本
装置において、リキッドカラーの量を調節部により正確に制御することができる。調節部
は、質量流量測定器１３（示されているように、ポンプ１０の吸込み側、及び、十分な耐
圧設計の場合にはポンプ１０の圧縮側で、管路８に取り付けられていてよい）を通じて質
量流量を検出して、ポンプ駆動部１１の回転数を調節し、それにより所定の配量を保持す
る。さらに、ポンプ１０の圧縮側の配量圧力を、圧力センサ１２ｂにより検出する。所定
の圧力基準からずれた場合には、噴射弁７を閉じるか、又はポンプ駆動部１１の回転数を
変化させる。さらに、ポンプ１０の吸込み側の進入圧力を、圧力センサ１２ｃにより検出
する。該圧力センサ１２ｃは、フィルターユニット１６ａないし１６ｂの後の圧力を示す
。所定の値を下回った場合には、使用したフィルターユニットが閉塞している。その場合
、別のフィルターユニットに切り替えねばならず、かつ、閉塞したフィルターユニットを
交換又は洗浄しなければならない。さらに、本装置は第二のポンプ１４を有しており、該
ポンプ１４は、水性リキッドカラーを貯蔵容器１５から第一のポンプ１０の吸込み領域へ
と搬送する。該貯蔵容器には、沈降を防ぐために撹拌機が備えられていてよい。交互に運
転される２つの装入容器を使用することもできる。ここで、第二のポンプ１４と質量流量
測定器１３との間の領域に、二つの切り替え可能なフィルターユニット１６ａ及び１６ｂ
が設けられている。
【０１０７】
　本発明による方法の有利な一実施態様によれば、水性リキッドカラーは圧力下に押出機
に導入される。有利に、水性リキッドカラーが押出機に供給される圧力は、０．１～２０
０バール（ゲージ圧）の範囲内、特に有利には５～７０バール（ゲージ圧）の範囲内、極
めて特に有利には１０～５０バール（ゲージ圧）の範囲内であってよい。該圧力は、特に
、リキッドカラーのための供給管路内で噴射弁７の前でかつ第一のポンプの後に設けられ
ている圧力センサにより測定することができる。
【０１０８】
　押出機中でリキッドカラーのフィード部の領域内で保たれている圧力と、リキッドカラ
ーを導入する圧力との差が、０．１～１００バールの範囲内、特に有利には５～５０バー
ルの範囲内である方法は、特に重要である。押出機中のフィード部の領域内での圧力は、
この場所に設けられた圧力センサにより測定することができる。
【０１０９】
　押出機中のフィード部の領域内での圧力は、例えば２００ミリバール～１０バールの範
囲内、有利には０．８バール～３バール（絶対）の範囲内であってよい。
【０１１０】
　有利には、フィード部での成形材料の温度は１８０～３３０℃の範囲内、特に有利には
２２０～２８５℃の範囲内である。ここで、上記温度は押出機シリンダー温度に関するも
のであり、熱電対、例えばＦｅＣｕＮｉタイプＬ又はタイプＪ、ＰＴ　１００温度計又は
ＩＲ温度計を用いて測定することができる。
【０１１１】
　特に、フィード部での温度及び圧力が、水が平衡状態でガス状である値を示すことによ
って、意想外の利点が達成され得る。この値は、押出機中での圧力及び温度に関するもの
である。この方法により、特に、極めて長時間にわたり装置を中断なしに運転させること
ができる。
【０１１２】
　本発明により、着色された成形材料が製造され、その際、プラスチック成形材料は水性
リキッドカラーで着色される。水性リキッドカラー対プラスチック成形材料の質量比は、
広範囲であってよい。有利には、水性リキッドカラー対プラスチック成形材料の質量比は
、１０：１００～０．００１：１００、特に有利には２：１００～０．０１：１００の範
囲内であってよい。該比は、フィード部の領域におけるプラスチック成形材料の質量に関
するものであり、その際、該比は質量流量から導出することができる。
【０１１３】
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　以下に、本発明を実施例に基づき、これにより制限することなく説明する。
【図面の簡単な説明】
【０１１４】
【図１】水性リキッドカラーを用いて着色プラスチック成形材料を製造するのに好適な有
利な、本発明による装置の概略を示す図。
【実施例】
【０１１５】
　実施例１
　図１による装置において、一軸スクリュー押出機中に、６日間にわたり、ＰＭＭＡポリ
マー１０８ｔと未反応モノマーとを含むポリマー混合物２１６ｔを供給した。最初の三つ
の脱気帯域を大気圧で運転し、四番目を２００ミリバール（絶対）の圧力で運転した。脱
気帯域から得られるモノマーを凝縮し、ポリメチルメタクリラートの製造に使用した。
【０１１６】
　噴射弁として、Phoenix社製の蛇腹部材を備えたタイプ230 DN2、PN 400の噴射弁を使用
した。フィード部における押出機内部の圧力はほぼ大気圧に相応しており、その際、温度
は約２６０℃であった。フィード部に、毎時７５０ｋｇの成形材料を導入した。フィード
部に、水性リキッドカラーを毎時５３５ｇで圧力２０バールで供給した。水性リキッドカ
ラーとして、分散剤としてのポリアクリラート（Ciba Specialty Chemicals社よりEFKA(R
) 4550の商標で市販されている）２０質量％、脱塩水３９．３３質量％、消泡剤（BYK Ad
ditives and Instruments社よりByk(R) 024の商標で市販されている；ポリシロキサンベ
ースの消泡剤）０．６質量％、Thermoplastrot(R) 454　３１．７４質量％及びMacrolexg
elb(R) G　８．２６質量％及び防腐剤（Ebotec(R) MT 15）０．０７質量％を含有する組
成物を使用した。
【０１１７】
　供給の制御を図１に示されている配置で行い、その際、Lewa社よりFCMk 1の名称で入手
可能な高圧ポンプ（ポンプ１０）及びAlmatec社よりTyp A 08 UTTの名称で入手可能な圧
縮空気運転式メンブレンポンプ（ポンプ１４）を使用した。フィルターのメッシュ幅は５
０μｍであった。圧力センサとして、Wika社より入手可能なIS10を使用した。管路８中の
流量を、Endress+Hauser社よりPromass 83Fの名称で入手可能なコリオリ質量流量計を用
いて測定した。
【０１１８】
　該装置は、６日間にわたって中断なしに、障害が生じることなく運転可能であった。着
色された成形材料は、極めて狭い表色内にとどまる卓越した色分布を示していた。
【０１１９】
　色を表すためにｘ、ｙ座標を用いた標準表色系（ＤＩＮ　５０３３、第３部）及び光透
過率を用い、ここで、これらの値の測定をＤＩＮ　５０３３、第４部及び第７部により行
った。
【０１２０】
　着色された成形材料の通常の規定は、Ｘ座標０．６７２２～０．６７６４の範囲内、Ｙ
座標０．３２２８～０．３２６５の範囲内及び透過率２５．２～２７．２％の範囲内が予
定される。
【０１２１】
　全製造時間にわたり、一定の時間間隔で約１１０個の試料を採取した。Ｘ座標の最大値
は約０．６７５０であり、最小値は約０．６７３２であった。Ｙ座標の最大値は約０．３
２５４であり、最小値は約０．３２３８であった。透過率の最大値は約２６．５％であり
、最小値は約２５．６％であった。
【０１２２】
　上記の値は、単に、予定された規定が満足されるのみではないことを示している。それ
ばかりか、本質的により狭い許容差を保持することができた。それに応じて、本方法によ
り、慣用の方法によってはほとんど達成し得ないような極めて厳密な色の許容差が実現可
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【符号の説明】
【０１２３】
　１　押出機、　２　フィード部、　３ａ　脱気帯域、　３ｂ　脱気帯域、　３ｃ　脱気
帯域、　４　水性リキッドカラー用のフィード部、　５　供給管路、　６　溶融管、　７
　噴射弁、　８　供給管路、　９　安全弁、　１０　第一のポンプ、　１１　ポンプ駆動
部、　１２ａ　圧力センサ、　１２ｂ　圧力センサ、　１２ｃ　圧力センサ、　１３　質
量流量測定器、　１４　第二のポンプ、　１５　貯蔵容器、　１６ａ　フィルターユニッ
ト、　１６ｂ　フィルターユニット、　ＥＺ１　脱気帯域

【図１】
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